
同
志
社
教
育
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
求
め
て

本
学
で
は
今
出
川
・
新
町
校
地
の
狭
陸
、
体
育
施
設
の
不
備
が
叫
ぱ
れ
て
久

し
い
が
、
現
在
田
辺
に
中
心
校
地
の
三
倍
(
中
乱
ヨ
M
)
と
い
う
広
大
な
土

地
を
整
地
し
、
同
志
社
二
0
0
年
の
夢
を
賭
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
新
校
地
を

含
め
て
の
同
志
社
教
育
の
ヴ
ィ
ジ
,
ン
と
そ
の
実
現
は
、
我
国
の
高
等
教
育
の

現
状
及
び
将
来
的
展
望
を
ふ
ま
え
、
私
学
同
志
社
の
独
自
性
を
強
調
し
な
が

ら
、
国
際
的
視
野
で
考
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
小
論
に
与
え
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
は
「
伺
志
社
教
育
の
ヴ
ィ
ジ
.
ン
を
求

め
て
」
で
あ
る
が
、
上
記
の
よ
う
に
、
我
国
の
高
等
教
育
の
現
状
及
び
将
来
的

展
望
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
私
の
「
同
志
社
教
育
の
ヴ
ィ
ジ
"
ン
」
を
開
陳
し
よ

う
と
思
う
。
高
等
教
育
の
現
状
及
ぴ
将
来
は
本
学
の
現
状
及
び
将
来
と
深
い
係

わ
り
が
あ
り
、
現
状
を
無
視
し
た
ヴ
ィ
ジ
,
ン
は
「
幻
影
」
で
あ
っ
て
、
「
未

来
像
」
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

高
等
教
育
の
現
状

1ω
我
国
の
高
等
教
育
は
戦
後
、
産
業
、

一
九
六
0
年
に
は
一
八
歳
人
口
の
大
学

あ
っ
た
も
の
が
、
六
五
年
に
は
一
六
0
。
に
な
り
、
七
0
年
に
は
二
四
%
、
七
六

年
に
は
つ
い
に
三
八
・
六
%
に
達
し
た
。
そ
の
後
漸
減
し
て
本
年
は
三
五
・
五

%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
磊
等
教
育
人
口
の
急
増
の
結
果
一
九

六
0
年
に
大
学
二
四
五
短
大
二
八
0
合
計
五
二
五
校
で
あ
っ
九
も
の
が
、
一

九
八
二
年
現
在
で
は
大
学
四
五
五
(
う
ち
私
立
三
二
六
)
、
短
大
五
二
六
(
う
ち
私
立

四
三
九
)
合
計
九
八
一
校
の
多
く
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
か
か
る
数
量
的

拡
大
の
重
要
な
担
い
手
が
私
立
大
学
で
あ
り
、
一
尋
教
育
人
口
の
七
六
%
を
担

つ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
学
の
教
育
・
研
究
条
件
は
、
国
立
大
学
の
そ

れ
に
比
較
す
る
と
き
、
絶
対
的
、
傷
的
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
に
唖
然
と
せ

ざ
る
を
え
な
い
。
即
ち
私
立
大
学
の
教
員
一
人
当
り
の
学
生
数
は
国
立
の
三
倍

強
、
学
生
一
人
当
り
の
校
舎
面
積
は
国
立
の
三
分
の
一
、
学
生
一
人
当
り
の
教

育
賓
も
国
立
の
三
分
の
一
、
学
生
負
担
植
は
国
立
の
三
倍
、
学
生
一
人
当
り
の

圈
賓
負
担
植
は
国
立
の
一
0
分
の
一
、
教
員
の
持
ち
時
間
は
国
立
の
六
0
%
増

と
い
う
劣
悪
な
条
件
の
も
と
で
、
私
立
大
学
の
教
育
・
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

①

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

②
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
の
ト
ロ
ウ
(
冨
曾
号
ン
.
↓
容
乏
)

井
上
勝
也

経
済
の
発
展
と
と
も
に
急
成
長
し
、

短
大
へ
の
進
学
率
は
一
0
・
三
%
で
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教
授
は
、
『
現
代
産
業
社
会
に
お
け
る
高
等
教
育
の
性
格
と
そ
の
発
展
過
程
』

と
い
う
著
作
を
公
け
に
し
、
高
等
教
育
制
度
の
発
展
過
程
を
エ
リ
ー
ト
、
マ

ス
、
ユ
ニ
ヴ
ブ
ー
サ
ル
の
三
段
階
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
稾
甚
育

の
拙
造
的
特
性
を
明
秘
し
た
。
ト
ロ
ウ
の
分
析
に
ょ
る
と
、
我
国
の
高
等
教

育
が
エ
リ
ー
ト
型
(
進
学
率
が
一
八
歳
人
口
の
一
五
%
ま
で
)
か
ら
マ
ス
型
(
同
一
五

%
1
玉
0
%
)
に
移
行
し
九
の
は
一
九
六
0
年
中
誓
、
学
生
数
の
増
加
と
い
う

吊
な
問
題
は
単
に
学
生
を
収
容
す
る
校
舎
や
教
職
員
を
祭
的
に
整
備
す
る

こ
と
で
事
足
り
る
問
學
は
な
い
。
命
な
変
化
は
必
然
的
に
質
的
な
変
化
を

惹
起
す
る
。
例
え
ば
学
生
の
進
学
動
磯
学
力
、
旨
に
対
す
る
関
心
・
態

度
、
学
生
集
団
の
性
格
に
変
化
が
お
こ
る
だ
け
で
な
く
、
一
鼎
教
育
の
目
的
、

機
能
、
構
造
、
袈
、
教
育
方
法
、
学
生
と
教
師
の
関
係
、
大
学
倫
理
讐

②

方
式
等
に
も
質
的
な
変
化
翁
わ
れ
る
。

我
国
の
高
等
教
育
が
一
九
六
0
年
史
螢
降
、
鍛
系
的
・
質
的
変
化
を

受
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
,
話
対
応
に
追
わ
れ
て
、
質
的
に
十
分
な
対

条
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
ひ
九
す
ら
伝
統
的
な
機
能
に
固
執
し
て
い
た
九
め

に
、
一
九
六
0
年
代
後
Υ
の
大
学
紛
羊
を
弼
く
一
因
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

1本
学
も
泱
し
て
例
外
で
は
な
か
っ
九
。
一
九
六
九
年
六
月
か
ら
半
年
間
大
学
の

機
能
が
完
全
に
マ
ヒ
し
、
そ
の
後
器
は
長
く
つ
づ
い
九
。
各
鬻
、
学
科
で

多
く
の
改
革
案
が
出
さ
れ
た
が
、
大
学
紛
条
が
沈
静
化
す
る
中
で
、
そ
れ
は
棚

上
げ
さ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
改
革
の
取
り
組
み
無
勢
彼
方
に
消
え
去
っ
た

祭
深
い
。
当
時
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
学
生
の
大
学
・
教
員
に
つ
き
つ
け
た
改
革

要
求
の
中
に
は
謙
虚
に
受
け
と
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
問
題
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
0

欧
米
の
高
等
教
育
機
関
が
「
危
機
点
糊
」
の
八
0
年
代
を
迎
え
る
中
で
、

我
国
の
高
等
教
育
機
関
は
、
本
学
も
含
め
て
、
革
新
・
突
験
な
き
繁
栄
の
一
九

六
0
年
代
を
過
ど
し
、
七
0
年
代
、
俳
と
巖
を
回
避
し
、
八
0
年
代
も
安

③

定
と
沈
滞
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
大
学
は
決
し
て
象
牙
の
塔
で
は
な
い
。
産
業
、
経

済
、
社
会
、
国
家
、
世
界
の
動
き
驫
糊
を
受
け
る
し
、
そ
れ
ら
器
鞍
を
与

え
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
穫
の
我
国
の
高
等
教
育
機

関
は
内
的
、
外
的
条
件
の
変
化
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
融
し
て
こ
な
か
っ
た
。

試
験
地
獄
か
ら
脱
出
し
て
、
憧
れ
の
大
学
に
入
っ
た
学
生
に
、
器
の
黒

社
大
学
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
に
と
っ
て
現
実
の
大

学
は
バ
ラ
色
の
楽
園
と
は
正
反
対
に
、
無
味
乾
燥
な
砂
漠
に
映
る
の
で
あ
る
。

二
回
生
に
一
年
間
の
大
学
の
印
象
を
問
う
と
、
次
の
よ
う
な
不
満
が
噴
出
し

た
。
ま
ず
学
生
数
の
多
さ
、
狭
い
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
、
施
設
、
特
に
体
育
施
設
の
貧

弱
さ
、
高
校
の
延
長
の
よ
う
な
語
学
の
授
業
、
大
教
室
で
の
一
方
通
行
的
な
マ

イ
ク
講
峩
、
退
屈
な
一
般
教
育
の
授
業
、
出
席
者
登
録
寮
の
三
分
の
一
に

減
る
ク
ラ
ス
、
休
曾
多
い
科
目
、
授
業
に
出
な
く
て
も
優
が
と
れ
る
科
目
、

教
授
法
に
工
夫
の
な
い
授
業
、
や
る
気
の
な
い
学
生
・
教
師
、
授
業
中
の
私

語
、
返
却
さ
れ
な
い
レ
ホ
ー
ト
・
答
案
等
々
。
こ
れ
ら
の
不
穫
極
め
五
面

目
な
学
生
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
学
生
を
教
室
・
大
学
か
ら
速
ざ
け
、
ク
ラ
ブ

活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
憙
さ
せ
る
貢
任
の
半
分
は
大
学
・
教
師
側
に
あ
る
。

教
育
機
関
と
し
て
の
大
学
の
空
洞
化
愚
め
ね
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

Ⅱ
高
等
教
育
の
将
来

高
等
教
育
の
将
来
予
測
は
経
済
の
動
向
や
人
口
動
態
、
国
民
の
高
学
顎

向
、
国
家
の
高
等
教
育
計
画
や
国
家
財
政
等
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
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高
等
教
育
の
将
来
予
測
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
の
例
を
ま
ず
紹
<
1
し

た
い
。ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
六
0
年
代
前
半
か
ら
七
0
年
代
に
か
け
て
不
断
に
上
昇

し
て
き
た
一
八
歳
人
口
が
八
0
年
代
初
頭
を
ヒ
ー
ク
と
し
て
九
0
年
代
中
葉
ま

で
に
約
二
五
0
。
も
減
少
す
る
と
い
う
人
尻
成
の
変
化
が
予
測
さ
れ
、
高
等
教

育
へ
の
航
学
者
数
の
変
化
予
測
が
最
大
の
烋
点
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

よ
う
な
一
八
歳
人
口
の
激
減
と
七
0
年
代
に
始
ま
っ
た
進
業
の
低
下
の
bF

で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
牛
き
残
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
.
二
0
0
0
近
い
大
学
.
短

大
は
自
己
変
革
の
努
力
と
大
学
の
佃
性
・
特
色
づ
く
り
に
器
に
な
っ
て
〕し

る
。
一
九
八
0
年
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
墓
甚
育
政
策
研
究
委
員
会
が
『
三
0
0
0

の
未
来
1
今
後
二
0
年
問
の
高
等
教
育
』
と
題
す
る
帳
告
書
を
公
け
に
し
、
大
き

な
反
鞍
を
呼
ん
だ
。
こ
の
報
郭
は
慎
埀
に
二
っ
の
相
反
す
る
見
方
、
楽
観
論

と
悲
観
論
を
舒
し
た
上
で
、
全
体
と
し
て
悲
観
的
な
見
方
を
と
っ
て
い
る
0

即
ち
大
学
.
短
大
が
学
生
の
符
に
砧
極
的
に
努
力
し
て
も
、
一
響
教
育
人
口
は

五
1
一
五
%
減
小
ノ
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
機
関
の
主

き
残
る
道
は
伝
統
型
才
ミ
ヨ
売
の
学
生
の
他
に
非
仏
統
型
看
二
一
一
ヨ
ゆ
の

学
生
1
社
会
人
を
甥
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
0
 
そ
し

て
そ
の
背
憾
社
会
人
の
学
習
要
求
倫
さ
と
社
会
の
学
界
会
一
g
ヨ
語

:
:
、
④

m
0
牙
q
化
の
進
行
を
挙
げ
て
い
る
。

以
上
は
ア
メ
リ
カ
の
大
影
見
ら
れ
る
一
八
歳
人
口
の
動
態
変
化
に
対
す
る

奮
で
あ
る
が
、
我
国
に
も
一
八
歳
人
目
の
亀
・
急
減
現
象
が
近
い
将
来
起

こ
り
、
大
学
に
安
逸
な
ま
ど
ろ
み
壽
さ
な
い
厳
し
い
状
況
が
差
し
迫
っ
て
い

る
。
と
い
う
の
は
、
戦
後
讐
の
べ
イ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム
で
生
ま
れ
た
子
供
た
ち

が
一

九
八
六
凾
和
六
一
)
年
に
一
八
歳
に
誓
、
八
年
後
の
一
九
九
二
年
を
0
ヒ

ー
ク
と
し
て
、
そ
の
後
急
激
に
減
少
す
る
と
の
人
口
動
態
予
測
が
あ
る
0
 
そ
こ

で
二
0
0
0
 
屈
和
七
五
)
年
ま
で
の
一
五
年
間
の
う
ち
、
と
く
に
そ
の
前
半
に

重
点
を
お
い
た
我
国
の
高
等
教
育
計
画
の
最
終
報
急
を
本
年
六
月
、
大
学
設

描
審
議
会
高
等
教
育
諾
専
門
委
員
会
が
公
け
に
し
た
。
こ
の
報
告
書
の
特
徴

は
、
我
鬮
四
冬
教
台
を
質
・
量
両
面
か
ら
の
儲
に
分
け
、
凡
そ
次
の
よ
う

な
共
通
群
を
前
捉
に
し
て
い
る
。
我
国
は
今
後
よ
り
創
造
的
な
科
学
技
術
の

研
究
、
例
発
が
必
喪
と
な
二
(
い
く
の
で
、
高
等
教
育
は
創
造
性
あ
る
優
れ
た

研
究
者
や
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
我
国
の
経
済
、

社
会
は
今
後
技
術
耕
や
怡
報
化
の
進
展
に
よ
っ
て
蛋
構
造
奮
度
化
し
、

国
民
生
活
に
お
い
て
堕
符
水
難
の
向
上
、
労
認
間
の
短
縮
、
平
均
寿
命
の

仙
長
等
が
進
む
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
国
民
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
多
様

な
尚
等
教
育
の
機
会
を
求
め
、
ま
た
国
民
の
教
育
的
・
文
化
的
活
動
へ
の
要
求

欝
大
す
る
の
で
、
我
国
倫
等
教
育
は
こ
れ
ら
の
多
誉
要
勢
適
切
な
対

⑤
 
1
 
ι
二
"
"

応
を
強
く
求
め
ら
れ
る
。

報
告
書
は
以
上
の
よ
う
な
共
通
器
を
基
礎
に
し
て
、
質
的
向
上
及
び
時

代

社
会
の
要
諸
に
応
え
る
た
め
の
三
っ
の
視
点
を
挙
げ
て
い
る
。

①
開
か
れ
太
冬
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
。
学
生
の
多
様
な
教
育
的
要
請
に

対
応
す
る
た
め
に
、
伺
じ
種
類
、
異
な
る
種
類
の
高
等
教
育
機
関
相
互
に
も
開

か
れ
、
学
生
が
授
勢
」
自
由
に
聴
講
し
う
る
方
途
驫
じ
る
こ
と
。
ま
九
生
涯

教
育
の
鶴
点
か
ら
社
会
人
に
も
門
同
を
開
き
、
地
域
の
多
様
な
要
請
に
も
応
え

る
こ
と
0

②
墓
叢
育
の
国
際
化
。
諸
外
国
と
の
交
流
を
円
滑
に
突
施
し
う
る
体
制
を

整
備
し
、
多
数
の
外
国
人
教
員
、
研
究
者
、
学
生
の
存
在
が
日
常
化
す
る
よ
う

な
状
況
を
つ
く
る
こ
と
が
我
国
と
諸
外
国
と
の
相
亙
器
を
深
め
る
上
で
重
要
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で
あ
る
0

⑧
特
色
あ
る
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
。
我
国
の
高
等
教
育
機
関
が
設
置

目
的
や
歴
史
的
背
景
、
立
地
条
件
等
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
画
一
化
の

方
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
機
関
の
個
性
、
特
色
を
失
い
、
ひ
い
て
は
質
的
停

退
を
も
た
ら
す
と
の
理
解
に
立
っ
て
、
教
育
課
程
、
教
育
方
法
、
入
学
者
選
抜

等
で
個
性
、
特
色
を
発
揮
し
九
教
育
研
究
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
。
今
後
の
大

学
の
整
備
は
教
育
研
究
上
の
必
要
性
や
社
会
的
要
請
の
変
化
等
に
適
切
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
、
既
設
の
学
部
、
学
科
、
一
般
教
育
課
程
等
の
学
内
組
織
の

柔
軟
化
や
再
加
成
を
お
こ
な
う
こ
と
。
近
年
の
大
学
設
置
の
動
向
か
ら
、
人
間

科
学
、
国
際
関
係
、
倩
報
関
係
等
の
学
際
的
あ
る
い
は
総
合
的
な
学
部
の
設
置

が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
が
質
的
向
上
及
び
時
代
・
社
会
の
器
に
応
え
る
九
め
の
基
本
姿
勢
の

骨
子
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
急
増
に
対
応
す
る
量
的
整
備
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
ぃ
る

一
八
歳
人
口
が
一
九
八
六
凾
和
六
一
)
年
に
対
前
年
比
二
九
万
人
の
増
加

>
0
力を
見
て
、
一
八
五
万
人
と
な
り
、
一
九
九
二
凾
和
六
七
)
年
に
は
二
0
五
万
人

に
達
す
る
。
そ
れ
以
降
急
減
し
、
二
0
0
0
 
粛
和
七
毛
年
K
は
一
五
一
万
人

(
ピ
ー
ク
時
に
比
し
て
五
四
万
人
減
)
に
な
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
0
 
そ
し
て
。
ヒ
ー
ク

時
ま
で
の
進
学
率
を
一
九
八
三
年
度
の
三
五
・
六
%
と
想
定
し
、
八
六
年
か
ら

九
二
年
ま
で
の
急
増
の
七
年
問
に
楊
的
な
定
員
増
四
万
二
千
人
と
期
限
付
臨)

時
定
員
増
四
万
四
千
人
計
八
万
六
千
人
の
定
員
増
で
対
処
し
よ
う
と
し
て
し

る
0
 
こ
れ
ら
の
定
員
増
の
大
部
分
を
私
立
大
学
が
負
う
も
の
と
し
、
。
ヒ
ー
ク
時

の
一
九
九
二
年
に
は
昇
定
員
の
一
・
五
倍
(
や
や
弾
力
蚫
を
限
度
と
し
て
認

め
、
二
0
0
0
年
に
は
定
員
超
過
率
を
一
・
一
倍
程
度
に
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。報
告
書
は
最
後
に
国
庫
助
成
に
つ
い
て
触
れ
、
「
私
学
の
教
育
研
究
条
件
の

一
層
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
等
教
育
機
関
の
個
性
化
、
地

域
配
置
の
適
正
化
、
時
代
の
器
に
応
じ
た
学
部
、
学
科
の
改
殺
換
を
促
進

す
る
方
途
に
つ
い
て
艀
す
る
こ
と
し
と
あ
り
、
経
常
賓
の
一
律
補
助
方
式
か

ら
重
点
補
助
方
式
に
移
行
す
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
一
五
仟
間
の
高

等
教
育
計
画
の
後
半
部
分
(
一
八
歳
人
口
急
減
時
代
)
に
つ
ぃ
て
は
「
計
画
期
間
内

の
適
切
な
時
期
に
策
定
す
る
し
と
あ
り
、
急
減
対
策
に
触
れ
て
ぃ
な
い
私
学

は
八
年
後
に
始
ま
る
一
八
歳
人
口
の
急
減
と
い
う
厳
し
い
試
練
に
耐
え
抜
く
九

め
に
は
、
国
家
倫
等
教
育
計
画
を
待
っ
こ
と
な
く
、
独
自
の
対
策
を
た
て
、

万
全
を
期
す
る
心
桃
え
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

Ⅲ
同
志
社
教
育
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
求
め
て

Ⅱ
で
述
べ
た
我
国
の
高
等
教
育
の
現
状
と
将
来
は
本
論
へ
の
導
入
で
あ

、

1
る
0
 
既
に
ー
で
指
摘
し
九
よ
う
に
、
我
国
の
高
等
教
育
は
戦
後
長
い
需
拡
大

の
時
代
を
経
過
し
て
き
た
。
時
代
、
社
会
が
大
き
く
変
化
し
、
高
等
教
育
人
口

の
飛
躍
的
増
大
は
、
大
学
に
呈
的
変
化
の
み
な
ら
ず
質
的
変
化
を
も
九
ら
し

九
0
 
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
は
質
的
変
化
へ
の
対
応
を
求
め
る
内
.
外
の
働

き
か
け
を
看
過
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
我
々
大
学
人
は
大
学
が
二
0
年
も

前
に
エ
リ
ー
ト
型
か
ら
マ
ス
型
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
需
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

本
学
に
は
学
問
的
意
欲
に
燃
え
る
学
生
が
存
在
す
る
の
と
磯
に
、
不
本
意

就
学
者
が
在
籍
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
直
視
し
、
そ
の
中
で
大
学
人

は
何
を
な
す
べ
き
か
を
貞
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
い
う
不
本
意
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勍
学
者
と
は
、
本
学
の
場
合
、
学
力
も
低
く
、
や
る
気
の
な
い
学
生
は
少
な

く
、
む
し
ろ
あ
ま
り
に
も
苛
烈
な
長
い
受
験
戦
争
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
果
た

し
て
、
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
つ
き
、
し
ば
し
の
ま
ど
ろ
み
を
求
め
よ
う
と
す
る
学

生
と
、
本
学
が
第
一
臺
で
は
な
い
た
め
に
、
枇
向
き
、
後
向
き
に
な
っ
て
い

る
学
生
な
ど
産
傑
す
る
。
こ
れ
ら
の
学
生
に
ど
の
よ
う
に
し
て
限
を
覚
ま
さ

せ
、
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
、
旨
の
面
白
さ
を
、
生
き
る
意
味
を
、
同
志
社
大

学
の
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
の
よ
う
な
努
力
は
今

一
皮
「
大
学
教
師
と
は
何
か
し
と
い
う
問
い
を
自
身
に
投
げ
か
け
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
研
究
者
で
あ
る
と
と
も
に
教
育
者
で
あ
る
こ
と
、
い
な
、
現
状
の
よ

う
な
マ
ス
化
し
た
大
学
で
は
、
む
し
ろ
後
耆
に
重
点
が
移
行
し
つ
っ
あ
る
こ
と

の
認
残
必
要
で
あ
ろ
う
。

我
々
同
志
社
人
が
田
辺
の
有
効
利
用
を
は
か
り
、
二
0
0
年
に
向
け
て
の
同

志
社
の
ヴ
ィ
ジ
.
ン
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
大
学

の
現
状
認
識
、
将
来
展
望
及
び
教
師
の
自
覚
が
火
前
提
で
あ
る
0

一
七
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
木
学
の
田
辺
姦
周
題
は
、
大
学
設
置
規
準
に
も

と
づ
く
中
心
校
地
の
不
足
を
觧
消
す
る
た
め
と
い
う
理
由
だ
け
で
あ
ろ
、
つ
P
O

勿
論
こ
れ
が
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
田
辺
の
有
靭
用
は
単

に
空
間
問
題
の
解
決
を
目
ざ
す
も
の
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。

本
学
の
創
立
者
新
島
襄
は
明
治
二
三
年
と
い
う
我
国
が
名
実
と
も
に
近
代
国

家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
す
る
年
を
期
し
て
、
同
ヒ
心
社
大
学
の
設
立
を
意

図
し
て
い
た
。
彼
は
明
治
一
四
年
に
そ
の
企
図
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
只
体
的

に
は
翌
年
「
同
志
社
大
学
設
立
之
志
之
業
」
を
公
け
に
し
、
明
治
三
年

の
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」
に
至
る
ま
で
、
数
回
に
わ
た
っ
て
改
訂
し
た

設
立
趣
恵
雪
を
公
け
に
し
九
。
合
せ
て
設
立
の
た
め
の
群
一
、
募
金
活
動
を
病

躯
に
鞭
打
っ
て
押
し
進
め
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
一
三
世
紀
に
向
け
て
の
田
辺
移
転
は
、
新
島
が
や
っ
た
よ
う
な
内
外

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
う
る
た
め
の
努
力
が
、
慧
な
が
ら
十
分
に
な
さ
れ
た
と

は
い
い
陞
い
。
多
く
の
人
々
か
ら
何
の
九
め
の
移
転
か
、
ヴ
ィ
ジ
"
ン
が
な
)

と
批
判
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
不
確
実
性
の
時
代
と
い
わ
れ
る
現
代
に
あ
っ

て
、
将
来
を
媛
望
す
る
こ
と
は
困
陞
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
広
大
な

整
地
上
に
具
体
的
な
建
物
が
準
ら
れ
よ
う
と
す
る
現
在
、
遅
き
に
失
す
る
と

も
思
わ
れ
る
が
、
同
喜
の
存
亡
を
賭
け
た
田
辺
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
、
同

倉
人
は
も
う
一
座
具
剣
に
考
え
、
自
身
の
ヴ
ィ
ジ
,
ン
を
も
つ
こ
と
が
緊
要

で
あ
ろ
う
。
私
学
に
宿
命
的
な
財
政
問
題
を
考
え
る
と
き
、
容
易
で
は
な
い

゛
>
、
が
、
同
志
社
の
一
員
と
し
て
、
日
常
の
教
育
・
研
究
活
動
を
通
し
て
、
そ
の
実

現
を
は
か
る
努
力
が
お
し
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
。

一
九
八
六
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
田
辺
校
地
で
の
教
育
活
動
は
、
当
面

一
.
二
回
生
を
対
象
と
し
九
も
の
で
あ
る
。
本
学
で
は
樫
型
の
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

を
採
用
し
、
学
部
に
ょ
っ
て
は
三
・
四
年
次
に
も
一
般
教
育
科
目
を
樫
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。
し
か
し
殆
ん
ど
の
学
生
は
契
に
は
二
年
終
了
時
ま
で

一
般
教
育
科
国
(
語
学
、
保
健
体
育
を
含
む
)
を
履
修
し
終
わ
る
の
が
現
状
で
あ

戦
後
新
制
大
学
が
発
足
し
、
旧
制
大
詑
は
な
か
っ
た
一
般
教
育
科
臼
が
淳

入
さ
れ
、
専
円
職
業
教
育
と
と
も
に
、
人
間
教
育
の
重
要
性
が
叫
ぱ
れ
た
0
 
既

に
三
0
数
年
、
今
で
は
新
制
大
学
の
特
質
で
あ
っ
た
一
般
教
育
は
風
化
し
、
そ

の
蛭
視
は
つ
ぃ
に
廃
止
論
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。
し
か
し
一
般
教
票
大
学

の
中
で
不
必
要
に
な
っ
た
訳
で
は
な
い
。

い
な

む
し
ろ
そ
の
電
要
性
を
増
し

て
い
る
と
さ
え
い
え
よ
う
。
科
学
技
術
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
、
鞭
の
氾
濫
、

るに
0
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学
問
の
発
達
、
専
門
分
化
、
核
戦
争
が
危
倶
さ
れ
る
中
で
、
現
代
ほ
ど
専
門
バ

力
の
存
在
が
危
険
視
さ
れ
る
時
代
は
な
い
。
例
え
ぱ
生
物
学
、
物
理
学
、
化

学
、
医
学
、
生
理
学
の
有
機
的
総
合
の
上
に
成
立
す
る
生
命
科
学
は
、
そ
の
成

果
と
し
て
遺
伝
子
の
組
み
換
え
や
試
験
管
べ
イ
ビ
ー
の
誕
生
を
可
能
に
し
、
人

間
の
尊
厳
、
人
類
全
体
の
運
命
を
左
右
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
成
長
し

た
0
 
こ
の
よ
う
な
生
命
科
学
は
生
命
哲
学
、
生
命
倫
哩
と
の
結
合
を
ま
っ
て
、

始
め
て
そ
の
暴
走
を
阻
止
し
、
研
究
成
果
の
平
和
的
利
用
が
可
能
に
な
る
と
い

え
よ
う
0

我
国
の
教
育
は
伝
統
的
に
知
識
の
教
授
に
重
点
が
お
か
れ
、
知
識
を
駆
使
し

て
創
造
活
動
を
お
こ
な
う
主
体
の
形
成
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
き
た
。
大
学
は

単
な
る
知
識
の
切
り
売
り
の
場
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
新
島
襄
に
も
っ
と
も

大
き
な
人
格
的
、
学
問
的
影
恕
を
及
ほ
し
た
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
シ
ー
リ
ー

(
〕
.
エ
.
 
m
ゆ
ゆ
一
一
ゆ
)
教
授
が
)
ヨ
ず
n
誘
一
曾
ヨ
m
 
甘
一
ゆ
習
ず
一
甜
 
m
一
且
ゆ
三
ず
0
乏

8
 
一
ず
ヨ
片
{
R
 
=
ヨ
器
一
{
.
と
い
み
じ
く
も
い
っ
九
よ
う
に
、
自
分
で
考
え
、
批

判
し
、
問
題
を
綴
す
る
力
を
身
に
つ
け
た
広
い
視
野
を
も
っ
九
人
間
の
育
成

こ
そ
、
一
般
教
育
の
、
そ
し
て
大
学
教
育
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
在
の
一
般
数
同
は
前
述
の
よ
う
に
空
洞
化
が
激
し
く
、
大
学
、
教

師
、
学
生
と
も
に
一
般
教
育
を
軽
視
す
る
き
ら
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
一
般
教
育

の
復
権
が
は
か
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
蛋
性
の
議
を
新
九
に
す
る
こ
と

釜
在
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
全
国
的
に
一
般
教
育
、
教
養
課
程
、
教
養
部
の
問
愚
が
検
討
さ

れ
、
改
革
、
改
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ぱ
広
島
大
学
で
は
一
九
七
四

年
、
総
合
科
学
部
を
欝
τ
、
全
学
の
一
般
教
育
の
立
案
、
実
施
に
責
任
を
も

ち
、
基
礎
的
科
学
研
究
と
と
も
に
襟
的
、
広
域
的
研
究
を
袈
す
る
。
そ
し

て
固
有
の
学
生
を
擁
し
、
四
年
閻
一
貫
し
た
一
子
§
一
巴
§
ぢ
=
を
通
し
て

広
い
人
間
的
教
餐
を
も
っ
た
人
物
の
養
成
を
お
こ
な
っ
て
ぃ
る
。

本
学
の
一
般
教
育
を
活
性
化
し
、
田
辺
校
地
で
の
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る

九
め
に
、
一
般
教
育
科
目
の
主
要
部
分
を
担
当
す
る
一
0
0
人
を
越
え
る
一
般

教
育
専
任
者
の
処
遇
は
今
後
の
同
志
社
教
育
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を

も
つ
で
あ
ろ
う
。

愈
々
、
来
年
入
学
す
る
学
生
は
一
年
間
、
再
来
年
以
降
入
学
す
る
学
生
は
大

学
生
活
の
前
半
の
二
年
閥
を
田
辺
校
地
で
過
ど
す
こ
と
に
な
る
。
田
辺
は
、
多

様
な
関
心
を
も
ち
、
都
会
志
向
の
学
生
に
、
通
過
儀
礼
の
場
で
は
な
く
、
腰
を

落
ち
つ
け
て
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ど
し
う
る
魅
力
あ
る
場
に
な
る
よ
う

配
慮
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
大
学
鴛
の
前
半
は
今
出
川
校
地
で
の
後
半

を
規
定
す
る
。
同
志
社
教
育
は
四
年
間
を
一
貫
し
九
ト
ー
タ
ル
な
も
の
と
し
て

お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
前
半
が
風
化
し
た
も
の
に
な
る
と
き
、
教
育
効

果
は
半
減
す
る
で
あ
ろ
う
。
田
辺
校
地
を
魅
力
あ
る
教
育
の
場
に
す
る
九
め
に

は
、
そ
こ
で
教
育
活
動
に
従
事
す
る
教
員
は
、
単
に
今
出
川
校
地
か
ら
の
出
講

気
分
で
は
勤
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
開
設
さ
れ
る
科
目
も
現
行
カ
リ
キ
ュ
一
フ

ム
の
田
辺
へ
の
移
行
と
い
っ
九
需
で
は
な
く
、
現
代
社
会
、
時
代
及
び
学
生

の
関
心
を
反
映
し
九
も
の
が
工
夫
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
一
般

教
育
科
目
は
、
前
述
し
九
よ
う
な
理
解
に
九
っ
て
、
大
き
な
改
革
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
今
ま
で
の
教
師
の
独
演
的
磊
義
方
法
を
や
め
、
で
き
る
限
り
学
生

一
人
一
人
が
授
業
に
係
わ
れ
る
よ
う
な
方
法
が
と
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か

そ
れ
が
九
め
に
は
大
学
教
員
も
教
授
法
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
学
の
入
学
試
験
科
目
の
中
で
、
と
り
わ
け
藷
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
英
語

は
入
学
後
も
伝
統
的
に
重
要
視
さ
れ
て
き
九
。
し
か
し
、
あ
の
高
度
な
英
語
問
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題
で
八
0
0
。
以
上
の
肌
を
お
さ
め
た
学
生
が
、
四
年
後
の
卒
誇
に
は
、
ま

こ
と
に
あ
わ
れ
な
器
屶
に
ダ
ウ
ン
す
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
国
際
化
が
叫
ぱ

れ
、
外
国
人
と
悪
の
疎
通
を
は
か
る
こ
と
が
日
常
化
し
て
い
る
現
在
、
彼
ら
の

す
ぐ
れ
た
拓
叩
学
力
を
邸
き
上
げ
、
え
ミ
=
四
乏
片
三
=
如
は
も
と
よ
り
等
魯
式
づ
四

冨
貰
ヨ
伽
の
力
を
十
分
に
つ
け
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
は
む
つ

か
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
「
同
志
社
の
卒
業
牛
は
語
学
が
で
き
る
」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
、
大
学
の
個
性
化
、
現
代
学
生
志
向
に
も

つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
。

都
念
岡
の
学
生
を
田
辺
に
引
き
つ
け
、
八
年
後
に
始
ま
る
一
八
歳
人
口
の

急
減
盟
や
時
代
、
社
会
の
大
き
な
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
三
世
紀
に
向

け
て
本
学
が
私
学
の
雄
と
し
て
発
展
し
て
い
く
六
め
に
は
、
上
述
の
如
き
若
干

の
改
良
、
手
順
し
で
は
到
底
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
裂
、
学
科
、
学
部
の
改

組
、
再
編
を
含
め
た
抜
本
的
な
岐
革
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
学
が
自

ら
の
教
育
理
念
に
も
と
づ
い
て
改
革
能
力
を
発
抑
し
え
な
い
の
で
あ
れ
ぱ
、
臨

教
審
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
塚
の
志
の
も
と
に
、
外
か
ら
の
改
聖
L
強
い

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
そ
の
よ
う
釜
態
を
避
け
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ

る
0
今
後
我
国
は
も
と
よ
り
、
世
外
の
一
鼎
教
育
の
動
向
で
あ
る
「
開
か
れ
九
大

学
L
、
「
大
学
の
國
際
化
」
、
「
大
学
の
個
性
化
・
特
色
化
」
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
例
え
ぱ
国
際
関
係
学
部
の
創
讐
ど
は
如
何
な
も
の
か
。
国
俗
視
野
を

も
っ
た
、
創
造
性
豊
か
な
人
閥
の
育
成
、
多
様
化
し
た
世
界
に
国
際
聖
」
自
由

に
駆
使
し
て
活
躍
し
う
る
1
単
編
学
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
Π
本
の
文

化
、
歴
史
、
国
民
性
の
器
を
ふ
ま
え
て
、
自
己
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
自
国
語

以
外
の
言
雫
も
っ
て
自
由
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
1
人
物
の
育
成
、
情
報

処
理
の
技
術
を
学
び
、
倩
報
化
社
会
の
中
で
活
動
し
う
る
能
力
を
備
え
た
人
間

の
育
成
は
、
今
後
の
大
学
の
大
き
な
使
命
で
あ
ろ
う
。

本
学
は
過
去
一
0
0
年
の
暖
簾
に
胡
座
を
か
く
こ
と
な
く
、
官
学
や
他
の
私

学
で
は
お
こ
な
い
ぇ
な
い
独
自
の
教
育
・
研
究
が
な
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ

れ
ら
を
支
え
る
基
本
慧
で
あ
り
、
ま
た
私
学
の
独
自
性
の
一
つ
は
建
学
の
精

神
で
あ
ろ
う
。
創
立
者
新
最
は
「
独
り
技
芸
才
能
あ
る
人
物
を
教
育
す
る
に

止
ま
ら
ず
、
所
勢
良
心
を
手
腕
に
運
用
す
る
人
物
を
出
さ
ん
事
L
(
「
同
志
社
大

学
設
立
の
旨
意
」
明
治
三
年
)
を
目
ざ
し
、
同
志
社
大
学
の
設
立
本
急
図
し
た
。

し
か
る
に
我
国
の
鼎
教
育
は
、
明
治
以
来
、
専
門
家
の
育
成
を
重
視
し
、
そ

の
九
め
に
技
芸
才
能
の
陶
冶
に
重
点
を
お
き
、
そ
れ
ら
を
正
し
い
目
的
に
用
い

る
た
め
の
良
心
の
陶
冶
を
お
ろ
そ
か
托
し
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。
近
代
科
学

兵
器
や
遺
伝
子
工
学
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
代
科
学
が
極
度
に
発
達
し
、
各

種
倫
雜
が
、
器
す
る
兇
こ
そ
、
広
い
視
野
か
ら
物
事
を
と
ら
え
、
自
ら
の

良
心
に
て
ら
し
て
判
断
し
、
行
動
し
う
る
人
間
の
育
成
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
教
育
の
根
幹
に
す
え
、
知
に
片
寄
る
こ
と
な
く
、

徳
・
体
の
調
和
が
と
れ
六
人
間
の
育
成
を
ま
っ
て
、
始
め
て
可
能
で
あ
る
。
新

島
の
い
う
「
独
自
一
 
d
の
気
象
を
発
揮
L
 
し
、
「
自
治
自
立
」
し
う
る
人
間
の

育
成
こ
そ
、
同
志
社
創
立
時
の
一
0
0
年
前
に
も
増
し
て
現
在
重
要
な
意
味
を

も
つ
と
い
ぇ
よ
う
。

去
る
六
月
に
隆
さ
れ
た
中
・
長
期
教
学
検
討
委
員
会
は
、
「
本
学
の
将
来

の
教
育
の
充
実
、
発
股
を
目
標
と
し
、
次
段
階
に
お
い
て
突
現
可
能
な
教
学
体

制
の
検
討
L
 
を
進
め
る
委
員
会
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
将
来
の
同
志
社
に
と

つ
て
、
当
委
員
会
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
い
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
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注
1
①
日
本
私
立
大
学
連
盟
編
『
教
育
研
究
改
善
の
道
険
し
』
罵
.
ぎ
,
ゞ

②
M
 
.
ト
ロ
ウ
著
天
野
、
喜
多
村
訳
『
高
学
歴
社
会
の
大
学
』
東
大
出
版
会
ヤ
一
器
ネ

③
天
野
郁
夫
著
『
変
中
期
の
大
学
像
』
日
本
り
ク
ル
ー
ト
セ
ン
タ
ー
毛
.
ぎ
の
'
↓

Ⅱ
④
↓
耳
ゆ
ゆ
↓
=
0
仁
m
N
=
ル
司
=
言
符
m
1
↓
=
m
 
Z
ゆ
X
一
↓
名
Φ
三
て
一
血
山
誘
{
0
門
出
一
如
ず
Φ
門

則
含
仁
O
N
一
一
0
出
、
剛
三
巴
如
ゆ
勺
0
二
 
0
一
一
=
Φ
 
n
仙
牙
●
欠
一
Φ
 
n
0
仁
昌
0
=
 
0
=
ヤ
0
=
0
イ

扉
の
写
真
に
つ
い
て

明
治
十
八
年
六
月
に
別
科
神
学
科
を
卒
業
し
、
一
年
間
女
学
校
の
教
員

を
勤
め
た
の
ち
、
二
十
一
年
か
ら
二
十
七
年
ま
で
黒
社
図
書
館
司
李

あ
っ
た
池
袋
清
風
の
歌
会
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
扉
に
「
明
治
十
七
年
一
月
よ

り
六
月
ま
で
」
と
あ
り
、
朱
筆
で
「
六
号
L
 
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以

前
の
ノ
ー
ト
は
現
存
し
な
い
が
、
一
年
に
二
冊
使
っ
て
い
る
よ
う
だ
か

ら
、
十
五
年
九
月
に
別
科
神
学
科
に
入
学
し
て
以
後
こ
う
し
た
ノ
ー
ト

を
用
い
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

清
風
は
宮
崎
県
都
城
(
明
治
耕
以
前
は
薩
摩
藩
に
属
し
た
)
の
出
身

で
、
明
治
早
々
に
鹿
児
島
医
学
校
に
入
学
し
た
が
、
病
弱
で
あ
っ
た
う
え

に
西
南
の
役
で
校
舎
が
全
焼
す
る
悲
運
に
あ
い
、
英
学
を
マ
ス
タ
ー
し
て

身
を
立
て
ょ
う
と
す
る
宿
願
を
果
九
せ
な
か
っ
た
。

た
ま
た
ま
京
都
に
同
志
社
英
学
校
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
彼
は
、
鹿
児

島
女
子
師
範
学
校
教
員
の
職
を
な
げ
う
っ
て
、
明
治
十
三
年
九
月
に
同
志

社
英
学
校
に
入
学
し
九
。
し
か
し
、
す
で
に
三
十
四
歳
で
あ
り
、
和
歌
な

ど
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
多
く
て
課
ぎ
進
ま
ず
、
十
五
年
六
月
に
退
学

し
、
そ
の
年
新
設
さ
れ
た
別
科
(
邦
語
)
神
学
科
に
学
ぷ
ほ
か
な
か
っ
た
。

英
学
に
対
す
る
悲
願
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
資
質
は
国
学
に
あ
っ

た
。
祖
父
一
野
が
歌
人
で
あ
っ
九
か
ら
、
早
く
か
ら
そ
の
教
え
を
受
け
、

鹿
児
島
医
学
校
時
代
忙
は
眺
摩
桂
園
派
の
歌
人
た
ち
に
交
わ
っ
て
和
歌
の

如
一
且
一
ゆ
m
 
旨
出
一
内
げ
円
団
ル
牙
N
二
0
=
、
〕
o
m
m
旦
・
W
山
m
m
 
勺
仁
ケ
一
一
m
ず
Φ
誘
、
一
拐
0
.

⑤
大
学
設
橿
審
讓
会
大
学
設
置
計
画
分
科
会
高
等
教
育
計
画
専
門
委
員
会
「
昭
和
六

一
年

度
以
降
の
高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
に
つ
い
て
」

箸
し
い
上
達
を
み
た
。
宮
中
御
際
の
主
流
に
な
る
彼
ら
と
親
交
を
保
ち

な
が
ら
、
清
風
は
英
学
の
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
英
学
は
詔
の

と
お
り
だ
が
、
和
歌
で
は
教
員
下
村
孝
太
郎
ら
も
一
目
お
い
て
い
た
。
寮

生
に
和
歌
の
指
導
を
始
め
た
の
は
幸
校
二
年
生
こ
ろ
ら
し
い
。
別
科
神

学
科
時
代
に
は
京
都
で
は
広
く
知
ら
れ
る
歌
人
に
な
っ
て
い
た
が
、
同
志

社
生
徒
を
中
心
と
す
る
「
案
山
子
の
舎
」
を
結
成
し
た
の
は
、
神
学
科
卒

業
後
で
あ
ろ
う
。

熱
心
な
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
禽
吉
郎
は
、
後
年
、
寮
で
の
歌
会
に

つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
匙
白
い
て
い
る
。

「
毎
週
二
十
首
位
作
っ
て
、
何
時
も
二
學
あ
る
か
ら
、
匝
二
首
づ

つ
六
首
選
ん
で
互
に
持
寄
り
そ
れ
需
轡
し
て
一
冊
の
草
稿
を
作
っ
た
。

勿
論
作
っ
た
人
の
名
は
記
さ
ず
、
逃
U
の
娩
七
時
頃
、
讐
寮
の
二
階

に
居
た
池
袋
氏
の
前
に
提
出
し
た
の
だ
。
そ
し
て
池
袋
氏
は
忽
ち
朱
筆
を

採
っ
て
直
し
始
め
、
そ
の
歌
の
傍
に
細
評
を
記
し
」
(
「
池
袋
清
風
氏
と
和

歌
の
研
究
」
)
、
そ
れ
か
ら
古
今
の
和
歌
に
つ
い
て
語
っ
た
と
い
う
。
扉
の

写
真
の
薄
い
文
字
は
、
清
風
の
朱
筆
で
あ
る
。

在
学
中
か
ら
寮
生
の
他
、
新
島
民
治
、
本
圀
霍
職
三
村
日
脩
ら
も
歌

の
弟
子
で
あ
っ
九
が
、
図
書
館
時
代
に
は
教
え
を
諸
う
者
が
全
国
に
一
千

人
以
上
い
九
と
い
わ
れ
、
野
に
あ
る
桂
園
派
の
宗
匠
で
あ
っ
た
。
主
要
著

譜
に
『
浅
瀬
の
波
』
初
篇
、
第
二
築
あ
る
。

(
H
 
・
 
K
)

(
大
学
文
学
部
教
授
)



伝
統
と
創
造

1
女
子
大
学
の
一
つ
の
試
み

一
般
に
仏
統
慧
散
さ
れ
る
の
は
、
あ
る
新
規
畢
態
に
対
し
て
、
そ
れ
が

伝
統
に
相
応
し
い
と
か
、
仏
統
に
も
と
る
と
か
の
判
断
に
、
期
せ
ず
し
て
行
き

着
く
場
合
に
お
い
て
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
器
さ
れ
る
よ
う

に
、
伝
統
は
絶
対
価
伸
と
し
て
谷
を
律
す
る
判
断
の
釜
と
な
る
。
そ
れ
は

集
団
に
お
け
る
繁
の
維
持
と
郡
の
器
に
強
く
作
用
し
、
駕
の
工
ー
ト

ス
を
形
成
す
る
。
決
し
て
「
恕
」
の
要
索
を
持
た
ず
、
「
詳
」
の
様
相
の
み
を

示
す
。
そ
の
こ
と
が
習
憤
か
ら
区
別
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
。
習
憤
は
、
染
団
の

認
知
に
ょ
る
形
式
的
現
象
的
仙
而
の
無
白
党
的
反
復
で
あ
る
が
、
伝
統
は
、
形

式
を
支
え
る
内
而
の
自
党
的
推
進
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
一
座

形
成
さ
れ
た
習
誓
、
轟
の
謬
に
よ
っ
て
不
響
な
繋
と
見
な
さ
れ
る

こ
と
も
生
じ
て
く
る
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
繰
返
し
が
修
正
さ
れ
る

こ
と
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
塒
に
は
三
含
0
岳
含
容
=
に
堕
す
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
伝
統
は
、
そ
の
形
成
恐
憙
高
な
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
、
そ

の
た
め
絶
対
価
値
と
し
て
の
純
粋
性
が
保
持
さ
れ
る
。
集
団
の
指
護
理
は
そ

れ
に
ょ
っ
て
鷲
山
さ
れ
、
新
た
な
営
為
は
、
常
に
そ
れ
以
前
の
枠
組
か
ら
照
射

さ
れ
試
練
を
受
け
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
培
わ
れ
て
い
く
伝
統
は
、
常
に
「
善
」

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
依
拠
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
り
、
{
女
心
し
て
回
帰
す
る

、

、

べ
き
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
は
安
住
す
べ
き
も
の
と
し

て
外
在
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
集
団
の
仙
々
を
"
つ
け
る
実
体
的
媒
体

と
し
て
工
ー
テ
ル
の
よ
う
に
存
在
し
、
実
際
に
暴
団
の
個
々
に
非
吊
的
意

識
と
し
て
沈
潜
す
る
。
そ
の
九
め
省
に
叢
を
与
え
る
事
態
が
生
じ
た
場

合
、
常
に
判
断
の
釜
と
し
て
ほ
と
ん
ど
雁
急
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ぱ
、
あ
る
条
団
の
仏
統
の
項
周
に
,
自
由
"
が
挙
げ
ら
れ
る
と
し
よ

う
。
集
団
を
拙
成
す
る
も
の
の
粘
神
に
は
、
向
由
の
反
対
概
念
で
あ
る
抑
圧
と

か
統
制
と
か
に
対
す
る
娜
悪
と
反
柔
、
根
付
い
て
い
る
に
吾
な
い
。
そ
し

て
実
際
に
東
縛
が
生
じ
九
場
合
、
そ
れ
に
対
し
て
敢
然
と
抵
抗
が
試
み
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
行
為
へ
と
駆
り
立
て
る
も
の
は
い
っ
た
い
何
か
。
そ

れ
は
ま
さ
し
く
、
築
き
上
げ
ら
れ
た
自
由
の
概
念
、
即
ち
、
義
務
と
責
任
の
幽

覚
の
上
に
立
っ
て
、
集
団
の
行
為
は
唱
ら
忠
思
で
決
め
、
他
か
ら
の
強
制
に

服
さ
ず
、
日
常
的
に
は
自
他
の
愚
佑
条
を
導
亟
し
干
渉
し
な
い
と
い
う
貴
重

な
価
値
へ
倫
頼
と
無
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
か
ら
、
伝
統
が
鳥
見
さ

れ
判
断
の
輩
が
器
さ
れ
る
と
同
時
に
、
行
為
に
よ
る
新
九
な
価
値
の
創
造

稲
垣
定
弘
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が
付
加
さ
れ
る
。
行
為
が
生
み
だ
し
た
新
た
な
議
は
、
し
た
が
っ
て
,
自

由
'
の
伝
統
を
一
届
強
靱
に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

伝
統
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
常
に
果
敢
な
行
為
を
伴
う
こ
と
を
知
ら
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
所
が
伝
統
は
、
往
々
誤
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
回
顧
趣
味

に
委
ね
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
仏
統
を
、
権
威
あ
る
鑑
定
を
経
た
骨
董

的
宝
物
の
よ
う
に
、
単
に
高
所
に
先
げ
て
渇
仰
す
べ
き
も
の
と
す
る
認
識
に
基

づ
く
。
伝
統
は
そ
の
よ
う
な
業
品
の
よ
う
に
、
時
間
の
推
移
の
中
か
ら
あ
る

日
突
然
出
現
し
、
丹
念
な
手
入
れ
を
経
て
鑑
賞
し
賞
翫
さ
れ
る
も
の
で
は
断
じ

て
な
い
。
か
つ
て
有
っ
た
も
の
へ
の
安
易
で
無
自
覚
な
回
帰
や
自
慰
的
な
賛
美

は
、
甘
美
な
陶
酔
を
引
き
出
し
え
て
も
、
そ
れ
は
型
に
向
か
う
精
神
と
無
縁

で
あ
り
、
む
し
ろ
精
神
の
退
歩
で
あ
り
退
廃
を
さ
え
招
く
。
そ
れ
と
は
反
対

に
、
か
つ
て
無
か
っ
た
も
の
の
構
築
は
、
仏
統
と
い
う
工
ー
ト
ス
の
介
在
に
ょ

つ
て
、
単
に
前
進
と
か
進
歩
と
か
い
わ
れ
る
基
準
喪
失
の
非
価
値
で
は
な
く
、

、
、
、
、
、
、

人
間
の
営
為
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
型
と
い
う
揺
ぎ
な
い
い
の
ち
の
証
し
を
提

示
す
る
に
違
い
な
い
。

さ
ら
に
又
、
伝
統
は
そ
れ
を
継
承
し
よ
う
憲
欲
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
両

刃
の
剣
に
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
な
ぜ
な
ら
伝
統
は
、
新
九
な
価
値
を
模
索

す
る
契
機
と
し
て
創
造
に
立
向
か
わ
し
め
、
集
団
に
自
負
と
熱
意
に
よ
る
一
周

の
活
力
と
向
上
を
促
す
反
面
、
同
時
に
そ
の
よ
う
な
伝
統
へ
の
盲
目
的
信
奉
が

独
善
的
な
尺
度
を
つ
く
り
、
限
定
的
な
輩
を
設
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
こ
か

ら
の
逸
脱
と
認
定
す
る
も
の
を
排
除
し
、
異
端
視
す
る
と
い
う
今
豊
S
a
m
a

に
陥
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
貪
集
団
は
創
造
の
澗
渇

し
た
自
己
閉
鎖
的
偏
狭
に
と
ら
わ
れ
、
集
団
の
佃
々
は
自
己
満
足
的
偏
微
を
さ

ら
け
出
す
。
伝
統
へ
の
無
自
覚
的
な
帰
依
が
そ
の
傾
向
を
生
み
、
助
長
す
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
伝
統
に
受
動
的
に
身
を
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
伝
統
を

生
き
る
と
い
う
自
梨
何
よ
り
素
さ
れ
る
。
伝
統
に
惑
溺
す
る
の
で
は
な

く
、
伝
統
を
見
{
寸
る
だ
け
で
も
な
く
、
伝
統
を
実
践
す
る
こ
と
こ
そ
、
新
た
な

価
値
の
創
造
を
試
み
う
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
即
ち
伝

統
の
継
承
は
思
弁
の
中
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
実
践
的
行
為
を
通
じ
て
具

現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
琵
で
伝
統
を
語
る
こ
と
自
体
、
容
易
な
こ
と
で
は

な
く
、
さ
ら
に
創
造
に
立
向
う
決
意
と
実
践
は
、
実
に
圈
誓
こ
と
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
同
志
社
は
、
田
辺
校
地
の
利
用
と
い
う
、
同
志
社
百
有
余
年
の
歴
史
の

中
で
未
曾
有
の
体
験
を
経
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
ほ
ど
伝
統
へ
の
自
覚
と

創
造
へ
の
決
・
祭
問
わ
れ
る
時
期
は
、
未
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
と
い
っ
て
ょ

)し

同
志
社
は
開
校
以
来
、
御
所
の
北
側
の
環
境
良
好
の
地
域
に
位
置
し
、
そ

)
0
しこ
を
中
心
の
拠
点
と
し
て
同
志
社
の
仏
統
を
培
っ
て
き
た
。
確
か
に
伝
統
が
場

所
と
時
間
の
器
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
疑
う
余
地
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
場

所
の
拡
大
は
、
ま
さ
に
伝
統
と
の
自
覚
的
な
対
話
を
強
制
す
る
。
と
こ
ろ
が
場

所
は
、
一
面
、
器
の
習
慣
を
も
築
き
上
げ
、
そ
の
日
常
の
生
活
空
間
の
無
自

覚
的
な
反
復
が
、
誤
っ
て
地
域
の
墨
守
こ
そ
伝
統
の
継
承
に
連
な
る
と
の
錯
覚

を
生
む
。
し
か
し
そ
こ
に
は
時
間
の
軸
へ
の
考
慮
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
時
間
の
軸
を
考
胆
に
入
れ
る
と
、
む
し
ろ
地
域
の
新
た
な

拡
大
こ
そ
、
築
き
上
げ
る
べ
き
未
来
の
創
造
の
諸
形
態
を
強
く
予
感
さ
せ
、
そ

の
こ
と
が
伝
統
へ
の
自
覚
を
同
時
に
目
醒
め
さ
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
伝
統
の
継

承
と
は
、
伝
統
を
凝
結
的
実
体
と
し
て
受
渡
し
て
い
く
と
い
う
意
味
な
ら
ば
、

そ
れ
は
沈
滞
以
外
の
何
物
を
も
生
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
は
な
く
て
継
承

と
は
本
来
、
発
展
と
い
う
常
に
新
九
な
意
味
な
い
し
価
値
の
付
加
を
伴
う
べ
き
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も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
場
所
の
拡
大
は

伝
統
の
否
定
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
創
造
を
促
す
契
機
で
あ
り
、
伝
統
の
活
性

化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
を
何
よ
り
讓
し
て
お
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。

以
下
具
体
的
に
田
辺
校
地
の
活
用
に
よ
る
女
十
大
学
の
創
造
の
方
向
を
、
同

志
社
の
仏
統
の
一
項
倒
で
あ
り
、
校
是
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
き
た
国
際
主
義
と

の
関
係
で
述
べ
て
み
た
い
。

一
般
に
傑
主
義
と
い
え
ぱ
、
そ
の
言
芳
本
来
綴
味
か
ら
、
諸
外
国
と

の
対
等
の
相
亙
交
流
の
笑
質
を
含
ま
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
所
が
、
従
ξ
が

国
に
お
い
て
傑
モ
或
と
い
う
と
き
、
往
々
わ
が
国
の
文
化
的
文
明
的
諸
状
況

を
剛
鎖
的
独
咋
的
に
検
討
し
そ
れ
を
強
く
自
d
主
張
す
る
い
わ
ゆ
る
国
粋
主
義

の
反
対
概
念
と
し
て
、
諸
外
国
の
、
特
に
西
欧
諸
国
の
文
化
的
文
明
的
諸
指
標

の
優
位
を
無
条
件
飯
め
、
そ
れ
木
二
方
通
行
的
に
受
容
し
て
学
ぷ
こ
と
に
ょ

つ
て
、
優
位
と
見
な
す
西
欧
粘
神
へ
の
可
能
な
限
り
の
接
近
の
営
為
を
そ
豊

味
と
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
は
、
わ
が
国
の
文
化
や
伝
統
に
対
す
る

主
体
的
瓢
誓
っ
い
て
の
無
関
心
な
い
し
無
頓
着
を
そ
の
属
性
と
し
て
管

さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
明
治
以
後
の
Π
本
の
近
代
化
の
過
程
を
顧
み
る
と

き
、
そ
こ
に
西
欧
の
文
化
文
明
の
一
方
的
受
容
と
偏
狭
な
国
粋
主
義
と
の
並
存

を
明
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
一
方
で
は
、
あ
る
文
明
は
他
の
文
明

を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
強
靱
に
な
る
と
い
う
法
則
ど
お
り
、
日
本

を
発
展
へ
と
導
く
限
り
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
え
た
が
、
他
方
で
は
、
そ

の
並
存
が
有
機
的
調
和
的
な
蓉
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
例
え
ぱ
第
二
次
世

界
大
戦
に
向
け
て
の
わ
が
国
の
国
家
的
行
為
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
際
的
な

視
野
に
よ
る
慧
の
需
を
一
挙
に
喪
失
す
る
と
い
う
別
点
を
も
内
包
し
て
き

た
。
同
時
に
わ
れ
わ
れ
の
い
う
傑
主
義
の
指
摘
し
う
る
最
大
の
欠
点
は
.

い

わ
ゆ
る
脱
亜
入
欧
主
峩
と
思
義
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

こ
の
よ
う
な
誤
り
を
二
度
と
繰
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
0

し
た
が
っ
て
国
際
主
義
の
真
の
確
立
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
文
明
の
相

亙
理
解
と
相
亙
尊
重
を
通
じ
て
し
か
あ
り
え
な
い
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
自
明
の
こ
と
も
、
思
う
ほ
ど
実
現
し
て
い

な
い
の
が
也
界
の
現
実
で
は
な
か
ろ
う
か
。
特
に
西
欧
は
、
こ
こ
数
百
年
に
わ

た
っ
て
築
い
て
き
た
文
化
文
明
を
人
類
史
の
主
流
と
径
づ
け
、
そ
れ
を
自
他

錠
う
余
地
の
な
い
価
値
と
し
て
自
負
し
て
き
た
。
科
学
技
術
、
政
治
経
済
の

諸
制
度
、
文
ぎ
一
術
思
想
の
数
々
な
ど
、
硴
か
に
西
欧
が
開
発
し
、
展
開
し
て

き
た
も
の
は
多
い
。
そ
の
た
め
最
近
、
わ
が
国
の
科
学
技
術
の
分
野
で
の
目
覚

し
い
創
愆
や
経
済
力
の
強
大
さ
が
世
界
に
際
立
っ
に
つ
れ
、
西
欧
諸
国
は
そ
れ

を
西
欧
の
優
位
を
揺
が
す
も
の
と
考
え
、
驚
映
と
伺
時
に
激
し
い
拒
絶
反
応
を

時
に
は
尓
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
圈
際
主
義
と
い
う
概
念
と
は
相
容
れ
な

い
西
欧
第
一
主
義
と
い
う
べ
き
も
の
の
一
端
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

)
0

思
う
に
、
世
界
の
諸
民
族
諸
国
民
が
築
き
上
げ
て
き
た
文
化
文
明
に
は
、
本

来
何
の
優
劣
も
な
い
。
あ
る
の
は
た
だ
相
述
の
み
で
あ
る
。
そ
の
相
違
を
認

め
、
相
違
の
基
底
に
あ
る
粘
神
の
諸
相
を
あ
き
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
摂

取
す
べ
き
も
の
は
摂
取
し
、
共
存
競
合
に
任
す
べ
き
は
任
す
と
い
う
寛
容
と
理

解
の
精
神
を
互
い
に
確
立
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
、
哥
国
際
主
義
に
徹

す
る
道
で
あ
ろ
う
。
西
欧
粘
神
が
そ
の
優
位
の
裂
を
自
ら
打
ち
砕
き
、
非
西

欧
幽
へ
の
対
等
の
接
近
の
試
み
が
、
磁
か
に
近
時
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
不
充
分
な

が
ら
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
試
み
に
期
待
を
託
す
だ
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け
で
は
な
く
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
自
身
が
、
西
欧
精
神
の
一
方
的
受
容
に
汲
々
と

す
る
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
文
化
文
明
の
伝
統
と
精
神
を
国
際
社
会
の
中

に
主
体
的
に
主
張
し
、
そ
れ
が
国
際
間
の
真
の
理
解
と
恊
調
経
す
る
道
で
あ

る
と
の
自
覚
瓢
極
的
に
確
立
し
て
ぃ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

女
子
大
学
が
田
辺
校
地
に
短
期
大
学
部
を
設
置
し
、
英
米
語
科
と
日
本
語
日

木
文
学
科
を
機
し
、
さ
ら
に
女
子
大
学
の
組
織
自
体
に
お
い
て
も
日
本
文
化

学
科
を
増
設
し
、
既
設
の
英
文
学
科
に
並
置
し
て
文
齢
に
し
、
音
楽
学
科
は

独
立
の
学
部
に
す
る
と
い
う
懲
を
持
っ
の
は
、
西
欧
の
文
化
文
明
の
受
答
と

そ
の
有
効
的
な
活
用
に
ょ
る
日
本
の
社
会
の
不
断
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
国
際

交
流
へ
の
寄
与
に
資
す
る
た
め
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
日
本
の
文
化
文
明
の
正

当
な
姿
の
積
極
的
な
紹
介
や
、
少
し
ず
っ
'
疋
正
さ
れ
っ
つ
ぁ
る
が
依
然
と
し
て

わ
れ
わ
れ
の
西
欧
理
解
と
較
べ
て
、
格
段
に
低
い
器
で
し
か
な
い
彼
ら
西
欧

人
の
奇
妙
な
異
国
趣
味
的
興
味
や
偏
見
の
是
正
に
役
立
つ
よ
う
、
資
質
と
能
力

の
函
養
を
目
指
す
九
め
で
あ
る
。

今
こ
こ
乱
虚
に
省
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
側
に
も
彼
ら
に
器
を
生
ぜ
し

め
る
自
己
規
定
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
外
国
人
、
特
に

西
欧
人
が
日
本
語
を
理
解
し
、
流
暢
に
話
し
だ
す
と
い
か
に
も
篤
嘆
す
る
そ

こ
に
は
日
本
語
が
世
外
の
一
磊
の
中
で
も
特
異
で
あ
り
、
難
所
な
も
の
で
あ
る

と
の
先
入
観
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本
語
は
、
あ
く
ま
で
世

界
の
嘉
の
中
の
一
っ
の
喜
で
あ
る
と
い
う
単
純
な
相
対
化
こ
そ
先
ず
必
要

で
あ
る
0
 
例
え
ぱ
「
見
延
」
愚
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
憂
と
魂
の
一
体
化

に
ょ
る
日
本
語
及
び
日
本
人
の
粘
神
の
特
殊
化
な
い
し
神
秘
化
は
、
日
本
文
化

の
一
側
面
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
器
で
あ
っ
て
、
日
本
語
自
体
の
特
性
で

は
な
い
0
 
日
本
語
は
特
異
で
あ
り
、
そ
の
日
本
語
を
話
す
日
本
人
、
さ
ら
に
日

本
人
が
作
り
上
げ
て
き
九
日
本
の
文
化
や
文
明
は
、
西
欧
人
に
と
っ
て
理
解
し

が
た
い
特
殊
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
錯
覚
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
世
界
の
諸
文
化
の
中
で
日
本
の
文
化
を
相
対
化
す
る
視
点
を
わ
れ
わ
れ
自

ら
が
堅
持
す
る
こ
と
か
ら
先
ず
始
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

女
子
大
裳
契
に
日
本
文
化
学
科
及
び
短
期
大
学
灣
二
学
科
を
構
想
す

る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
考
察
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
文
化
な

い
し
日
本
語
日
木
文
学
を
自
立
的
閉
鎖
的
な
欝
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、
世

界
の
文
化
、
世
界
の
言
最
世
界
の
文
学
の
中
で
の
相
対
的
な
価
値
体
予
と
し

て
、
日
本
の
文
化
現
象
を
研
究
し
教
授
し
よ
う
と
い
う
恵
図
に
他
な
ら
な
い

も
ち
ろ
ん
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
は
、
先
に
触
れ
た
脱
亜
入
欧
主
義

の
少
な
く
な
い
是
正
の
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
西
し
て
お
き
た
い

さ
ら
に
同
志
社
の
歴
史
を
噸
み
る
と
、
同
志
社
女
学
校
高
部
と
称
し
九
時

期
の
大
正
元
年
に
、
国
文
科
の
謎
を
需
し
て
哥
さ
れ
て
ぃ
る
事
実
が
あ

る
0
「
京
都
ハ
古
今
文
化
ノ
遺
跡
多
ク
加
フ
ル
ニ
山
水
ノ
美
ア
リ
国
文
学
学
修

ノ
地
ト
シ
テ
適
当
ノ
場
所
ナ
ル
事
」
を
挙
げ
て
そ
の
設
置
の
理
由
の
一
っ
に
し

て
い
る
が
、
実
質
的
な
開
穫
な
く
、
い
わ
ぱ
幻
の
学
科
に
終
わ
っ
て
ぃ
る
。

そ
れ
以
来
七
十
数
年
後
、
国
際
化
の
進
む
社
会
の
諸
状
況
の
変
貌
の
な
か
で
、

今
新
九
な
構
想
延
よ
る
日
本
文
化
学
科
及
び
短
期
大
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科

の
設
置
を
思
う
と
き
、
当
時
の
設
立
の
粘
神
の
幾
ぱ
く
か
を
汲
み
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
感
慨
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。

女
十
大
学
の
田
辺
校
地
利
用
の
こ
の
よ
う
輪
想
の
実
現
は
、
同
志
社
の
伝

統
へ
の
自
覚
と
、
新
た
な
価
値
の
製
を
思
急
志
と
の
強
い
結
合
に
ょ
っ
て

の
み
可
能
で
あ
る
こ
と
姦
調
し
て
お
き
九
い
。

(
女
子
大
学
教
授
)
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